
和
　
歌
　
山
　
県
　
民
　
家
　
調
　
査
　
概
　
要

　
昭
和
4
2
年
度
に
和
歌
山
県
下
で
民
家
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
の
消
去
は
岡
庫
補

助
を
う
け
て
、
各
府
県
が
実
施
し
て
い
る
民
家
緊
急
調
査
の
一
環
を
な
す
も
の
で

あ
っ
て
、
伊
藤
建
造
物
研
究
室
長
が
主
任
消
査
員
に
、
沢
村
、
細
見
、
宮
沢
、
伊

東
、
村
上
の
５
名
が
調
査
‥
貝
に
委
嘱
さ
れ
た
。

　
調
査
は
１
次
か
ら
３
次
に
わ
た
る
３
段
階
に
わ
け
て
行
な
っ
た
。
１
次
調
査
は

市
町
村
か
ら
古
民
家
の
リ
ス
ト
の
提
出
を
も
と
め
、
２
次
訓
告
は
県
当
局
、
市
町

村
の
案
内
に
よ
っ
て
、
調
査
‥
は
が
現
地
に
お
も
む
き
、
平
而
図
、
断
面
図
な
ど
の

図
面
、
調
査
表
の
作
成
、
写
真
搬
影
を
お
こ
な
い
資
料
を
つ
く
っ
た
（
約
8
0
棟
）
。

さ
ら
に
重
。
要
な
民
家
に
つ
い
て
は
３
次
調
査
を
行
な
い
、
建
物
の
配
殴
図
、
構
造

図
を
く
わ
え
、
や
や
詳
し
い
資
料
を
つ
く
っ
た
（
1
8
棟
）
。
こ
れ
ら
の
う
ち
重
要

な
民
家
は
わ
れ
わ
れ
の
文
化
遺
産
と
し
て
、
記
録
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
な
ん
ら

か
の
方
法
に
よ
っ
て
保
存
す
る
こ
と
が
、
民
家
の
歴
史
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
う

え
で
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
あ
る
。

　
全
県
下
に
わ
た
っ
て
調
査
し
た
民
家
は
、
農
家
、
町
家
、
漁
家
が
あ
り
、
階
層
的

に
は
上
層
の
大
庄
屋
ク
ラ
ス
か
ら
下
位
の
も
の
ま
で
ふ
く
ま
れ
る
が
、
一
世
紀
以

上
の
風
雨
に
た
え
て
い
る
の
は
概
し
て
中
上
層
の
も
の
に
多
い
。
今
回
調
査
し
た

民
家
の
う
ち
古
い
も
の
で
同
呂
年
代
前
後
で
あ
り
、
棟
札
を
も
つ
最
古
の
辿
構
は

宝
永
３
年
、
岩
出
町
の
増
田
浦
氏
宅
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
づ
い
て
下
津
町
の
谷

　
　
　
　
　
和
歌
山
県
民
家
訓
査
概
要

建
　
造
　
物
　
研
　
究
　
室

山
寅
吉
氏
宅
の
寛
延
２
年
、
橋
本
市
池
永
見
氏
宅
の
宝
暦
２
年
（
瓦
銘
）
、
岩
出
町

桃
井
直
明
氏
宅
の
宝
暦
４
年
な
ど
が
あ
り
、
幕
末
に
い
た
る
ま
で
多
数
の
棟
札
、

祈
祷
札
を
発
見
し
た
。
な
お
、
御
坊
市
の
久
保
田
武
一
郎
氏
宅
は
文
化
５
年
の

　
「
家
普
譜
諸
入
川
覚
」
を
残

し
て
お
り
、
貴
屯
な
資
料
と

な
っ
た
。

　
民
家
形
式
の
地
域
的
分
布

は
、
紀
ノ
川
、
有
田
川
、
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詫

高
川
な
ど
、
河
川
の
流
域
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

と
に
ひ
と
つ
ず
つ
の
ブ
ル
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川

プ
を
つ
く
っ
て
い
る
。
北
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

紀
ノ
川
流
域
は
先
進
地
で
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩

る
大
阪
や
奈
良
に
接
し
て
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

る
だ
け
あ
っ
て
、
応
召
年
前
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第

後
に
は
上
層
農
民
を
中
心
と

し
て
、
立
派
な
家
が
た
て
ら

れ
て
い
る
。
有
田
地
方
は
紀

ノ
川
流
域
に
準
ず
る
が
、
川
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高
以
南
に
な
る
と
1
8
世
紀
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
古
民
家
は
ほ
と
ん
ど
残
ら
ず
、
ま

た
小
規
模
な
家
が
多
い
。

　
さ
て
、
農
家
は
古
く
は
草
ぶ
き
の
入
母
屋
造
が
多
か
っ
た
が
、
紀
ノ
川
流
域
で

は
古
く
か
ら
瓦
ぶ
き
が
多
く
、
全
国
的
に
み
て
も
、
農
村
と
し
て
は
瓦
ぶ
き
民
家

が
多
い
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
瓦
ぶ
き
の
場
合
、
屋
根
構
造
を
和
小
屋
と
す
る
。

一
方
草
ぶ
き
の
場
合
は
、
合
掌
（
サ
ス
）
と
す
る
の
が
全
国
的
に
広
く
み
ら
れ
る

一
般
的
な
形
式
で
あ
る
が
、
和
歌
山
県
で
は
棟
吏
を
た
て
、
棟
木
を
う
け
、
棟
木

に
タ
ル
キ
を
か
け
る
、
い
わ
ゆ
る
タ
ル
キ
構
造
が
分
布
し
て
卜
る
。
こ
の
タ
ル
キ

構
造
は
近
畿
地
方
周
辺
部
に
分
布
し
て
お
り
、
そ
の
範
囲
は
比
較
的
せ
ま
い
地
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
限
ら
れ
て
い
る
。
間
取
は
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
然
の
こ
と
と
し
て
、
構
造
と
密

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
接
に
関
連
し
て
い
る
。
つ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
　
り
、
棟
通
り
に
そ
っ
て
間
仕
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
位
　
を
つ
く
り
、
部
屋
を
前
後
に
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
防
　
る
形
式
が
、
基
木
で
あ
り
、
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丁
　
屋
数
が
少
い
も
の
は
前
後
に
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
　
室
の
み
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
　
　
　
２
。
３
の
実
例
に
つ
い
て
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
　
　
Ａ
　
増
田
鍾
氏
宅
と
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
類
型
（
第
２
図
１
～
５
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
増
田
家
は
（
第
２
図
）
大
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
勤
め
た
家
柄
で
宝
永
３
年
の

和
歌
山
県
民
家
胴
査
概
要

陳
札
を
も
ち
、
規
模
が
大
き
く
瓦
葺
。
問
取
は
主
屋
と
別
棟
の
２
室
の
座
蚊
を
玄

関
と
中
庭
を
あ
い
だ
に
は
さ
ん
で
つ
な
い
だ
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
主
屋
は
大
き

な
土
間
に
接
し
て
部
屋
が
あ
り
、
表
の
部
屋
は
１
室
で
大
き
く
、
裏
側
は
台
所
、

寝
室
な
ど
を
と
っ
て
お
り
、
台
所
が
土
問
に
張
出
し
て
い
る
。
部
屋
境
に
は
原
則

と
し
て
柱
を
一
間
ご
と
に
た
て
、
古
式
を
示
し
て
い
る
。

　
大
庄
屋
ク
ラ
ス
の
家
は
別
棟
座
敷
を
設
け
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
り
、
岩
出
町

の
桃
井
直
明
氏
宅
（
宝
暦
４
年
）
は
別
棟
座
敷
を
増
築
し
て
お
り
、
野
上
町
の
柳

瀬
良
幹
氏
宅
も
同
様
で
あ
る
。
那
賀
町
の
妹
背
武
雄
氏
宅
（
享
保
３
年
）
、
和
歌
山

市
の
旧
中
筋
家
（
嘉
永
年
間
）
は
主
屋
の
裂
に
別
棟
座
敷
を
設
げ
て
い
る
。
主
屋
の

間
取
で
は
増
田
氏
宅
は
表
は
１
室
で
あ
る
が
、
妹
背
氏
宅
以
下
で
は
２
室
に
な
り

部
屋
数
を
増
し
て
い
る
。

　
Ｂ
　
岸
家
秋
男
氏
宅
と
そ
の
類
型
（
第
２
図
6
1
―
1
2
）

　
岸
家
氏
宅
は
（
第
３
図
）
や
ｘ
規
根
が
大
き
く
、
土
問
に
大
き
く
張
り
だ
し
た
台

所
を
も
つ
３
間
取
に
２
室
の
座
敷
が
加
わ
り
、
あ
わ
せ
て
５
室
と
な
っ
て
い
る
。

規
模
の
小
さ
い
家
は
３
室
の
み
か
、
あ
る
い
は
前
㈲
の
部
屋
が
２
分
し
て
４
室
と

な
る
。
部
屋
の
前
面
に
幅
の
広
い
縁
を
設
け
る
か
、
あ
る
い
は
土
庇
を
設
け
て
い

る
。
台
所
が
土
間
に
張
出
し
て
い
る
こ
と
、
土
庇
が
発
達
し
て
い
る
こ
と
は
紀
ノ

川
流
域
の
特
色
で
、
こ
れ
は
紀
南
に
行
く
の
に
し
た
が
っ
て
目
だ
た
な
く
な
る
。

　
Ｃ
　
谷
村
ま
つ
氏
宅
と
有
田
以
南
の
農
家
（
第
２
図
1
3
1
-
1
8
）

　
前
而
に
大
き
な
部
屋
を
と
り
、
後
部
に
２
つ
の
小
部
屋
を
と
っ
た
３
間
取
で
あ

る
。
こ
の
家
は
1
8
世
紀
中
ご
ろ
の
建
立
と
推
定
さ
れ
る
が
、
新
し
く
な
る
と
前
の
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谷山家Uﾐ宅下津町第４図

大
き
な
部
屋
は
分
割
さ
れ
て
２

室
と
な
る
。
金
屋
町
鈴
木
家

（
天
明
５
年
）
　
御
坊
市
久
保
川

家
（
文
化
５
年
）
　
は
そ
の
例
で

あ
る
。
一
方
、
紀
南
地
方
で
は

中
津
村
小
早
川
家
に
み
ら
れ
る

よ
う
な
前
後
２
室
か
ら
な
る
幕

末
期
の
小
規
模
な
家
も
比
較
的

多
く
残
存
し
て
お
り
、
こ
こ
で

は
土
間
と
室
境
に
建
具
を
設
け

ず
、
開
放
と
し
て
い
る
。
紀
北

と
く
ら
べ
発
展
に
大
き
な
遅
れ

が
み
ら
れ
る
。

　
Ｄ
　
柳
川
和
一
郎
氏
宅
と
町
家
（
第
２
図
2
0
？
９
９
一
）

　
道
路
に
而
し
て
た
つ
町
家
。
町
家
は
間
口
の
広
さ
を
制
限
さ
れ
る
場
合
が
多
く

し
た
が
っ
て
間
取
り
は
奥
行
に
長
く
な
る
。
こ
の
家
は
主
屋
を
４
間
取
と
し
、
奥

に
座
敷
を
つ
く
っ
て
お
り
、
町
屋
の
特
色
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
町
家
で
も
、
敷

地
が
広
い
場
合
、
そ
の
間
取
は
農
家
と
ほ
と
ん
ど
変
ら
な
い
。
橋
本
市
の
池
永
氏

宅
な
ど
そ
の
例
で
あ
る
。

Ｅ
　
谷
山
寅
吉
氏
宅
と
漁
家
（
第
２
図
1
9
・
2
3
）

下
津
町
塩
津
の
漁
家
。
漁
家
も
そ
の
立
地
条
件
か
ら
敷
地
の
制
限
を
強
く
受
け

る
こ
と
は
町
家
と
同
様
で
あ
る
。
ま
た
労
働
の
関
係
か
ら
土
間
の
せ
ま
い
こ
と
が

特
色
と
な
っ
て
い
る
。

　
け
記

　
今
回
調
介
し
た
民
家
の
う
ち
、
川
川
、
妹
背
、
鈴
木
、
谷
山
、
柳
川
の
各
家
僕
宅
が
、
昭

和
4
3
年
Ｈ
川
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宮
　
沢
　
智
　
士
）

二彩粕軒丸瓦（本文37頁参照）平城宮第43次調査出土
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